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○区役所が保有する要援護者情報をもとに、対象者に「要援護者名簿」への記載 

及び地域等へ提供するための同意書を郵送します。 

返信のない方へは見守り支援ネットワーカーが訪問を行います。 

○名簿の提供について、同意された方の情報を集約し、「要援護者名簿」を作成します。 

○「要援護者名簿」を各地域団体へ提供し、地域と共有して見守り活動に役立てます。 

 

    

○孤独死リスクが高いまたは地域社会とのつながりを持たず社会から孤立した 

要援護者世帯、セルフネグレクト(*1)の状態にある方に対して、ねばり強く関わり、 

訪問などの個別支援を行い、地域の見守り活動や福祉サービスなどにつないでい

きます。 

   ○地域やライフライン業者等からの異変通報に際し、地域などからの情報収集や 

現地確認などを行います。 

 ○身近な相談場所として各地域に出張見守り相談室(通称 みまもり庵)を開き、 

様々な相談に対応します。 

(*1) 日常生活を営むために必要な意欲や能力を喪失し、自己の健康や安全を損うこと。 

 

 

 ○事前に登録を受け付けた行方不明の恐れがある方（徘徊の可能性がある認知症高

齢者等）が行方不明となった場合に、氏名や特徴等の情報をメールやＦＡＸで地域

の協力者(*２)に配信することで行方不明者の早期発見につなげます。 

(*２) 民生委員、行政機関、医療機関、介護保険事業所、交通機関、コンビニ等 

 

 

 

この事業は、大阪市から旭区社会福祉協議会が受託し実施しています 

 

 

見守り相談室では、誰もが地域で孤立 

することなく安心して生活できるよう、 

福祉専門職のワーカーを配置し、３つの 

機能を一体的に実施することにより、 

地域におけるきめ細やかな 

見守りネットワークの実現 

をめざして取り組んでいます。 

見守り相談室の役割 
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名簿の作成と整備、地域の見守り活動へのつなぎ 

見守り支援ネットワーカーによる孤立世帯等への専門的対応 

認知症高齢者等の行方不明時の早期発見 


